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第３章 研究開発の内容 テーマ B：普通科の課題研究と全校的な授業改善の波及 

B１: 普通科の課題研究に関する取組 ①自分の WILL 

実施日 ４月１４日(木)    ４月２８日(木)  ５月１２日(木)   

講師 学年団教員 

ユニットの目的 「自己と不可分な課題」について探究する 

実施状況 曼荼羅チャートを使って自己を細分化して理解し、文章化・発表を行った。 

 

B１: 普通科の課題研究に関する取組 ②探究サイクルを回そう 

実施日 ５月２６日(木)  ６月１６日(木) ６月２３日(木)  ６月３０日(木)     

講師 学年団教員 

ユニットの目的 「課題設定→情報収集→整理・分析→まとめ・発表→振り返り・考えの更新」

という探究のサイクルを体験する 

実施状況 

 

1 学期中間考査の結果から、次回の期末考査に向けた対策について、探究のサ

イクルに乗せて考察・実践・振り返りを行った。 

 

B１: 普通科の課題研究に関する取組 ③自由論文を書こう 

実施日 ① ９月２２日(木)  ② ９月２９日(木)  ③１０月 ６日(木)  

④１０月２７日(木)  ⑤１１月 １日(火)  ⑥１１月１０日(木) 

⑦１２月 １日(木)  ⑧１２月１５日(木)  ⑨ １２月２２日(木) 

講師 学年団教員 

ユニットの目的 ・「自己と不可分な課題」を探究的に解決していく良さを知る 

・論文の書き方を学ぶ。 

実施状況 

 

自由なテーマによる論文作成・中間発表・提出を行った。 

特に②は「トップランナーに学べ！」と題し、動機づけ、課題の解決策を見出す

助けとして次の活動を行った。昨年度、修士論文（や報告）を作成した新卒教員

４名が、論文を書く際のアドバイスや苦労などの講演会を行った。講演内容はア

ーカイブ化し、生徒は Google ドライブに保存されている講演内容をいつでも見

られるような工夫を行った。 

 比較的年齢の近い教員が、実際に研究していたという事実に触れることによっ

て、「研究者の手法」や研究自体に対して身近に感じられた行事となった。 

 

B１④ユニット名：探究レポート 

実施日 冬季休業中課題 

ユニットの目的 情報収集、課題設定を実践する 

実施状況 

 

「自分が将来取得したい資格」について調べ、取得に向けた課題設定とその

実践の報告会を行った。 



38 

 

第３章 研究開発の内容 テーマ B：普通科の課題研究と全校的な授業改善の波及 

B１⑤ユニット名：自由論文スピーチ 

実施日 １月１９日(木)  １月２６日(木)  ２月１６日(木)   

講師 学年団教員 

ユニットの目的 論文の内容を振り返り、考え方の更新を行う。 

発表の体験を得る。 

実施状況 

 

「自由論文を書こう」で作成した論文の内容を、論文の構成に倣ってスライ

ドを作成し発表を行った。 

 

 

ｃ．課題研究に関わる教育課程の編成 

課題研究について、１年次に基礎力を培い、２年次に本格実施することを必修科目として、３年次に

は選択科目として応用・発展が可能とする教育課程として、理数科では「ＳＳ理数探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」、普

通科では「ＳＳ総合探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を設定した。どちらも１・２年次生（Ⅰ・Ⅱ）は必履修、３年次

生（Ⅲ）は選択である。 

課題研究は単一科目で解決するテーマでなく、教科横断的に総合的な探究として推進することを重視

した。特に理数科においては、課題研究の推進に有用となる科目として「ＳＳ理数数学Ⅰ」「ＳＳ理数化

学」「ＳＳ理数生物」「ＳＳ情報」「ＳＳ理数物理」を設定した。また、普通科においては、「ＳＳ情報」、

普通科スポーツ科学コースにおいては「ＳＳスポーツ概論」「ＳＳスポーツ総合演習」を設定した。これ

らを含め各教科・科目においては、自然科学、社会科学、人文科学に対する興味関心を涵養するととも

に、発表活動などを積極的に取り入れていく。それらを活用し、生徒が課題研究に取り組むことを目指

した。 

理数科 

科目名 対象

学年 

単位

数 

実 施 規

模 

授業形態 指導体制 

①ＳＳ理数探究Ⅰ １ １ 必履修 

ユ ニ ッ ト

による 

クラス担任と理数化推進部教員が連携し

て事前、事後指導を行う。 

ユニットにより外部研究者の指導も含む 

②ＳＳ理数探究Ⅱ ２ ２ 必履修 少人数グループ グループごとに担当教員をおく 

③ＳＳ理数探究Ⅲ ３ ２ 選択 ゼミ形式 授業担当教員 

④ＳＳ理数数学Ⅰ １ ５ 必履修 小人数展開 授業担当教員 

⑤ＳＳ理数化学 １ 2 必履修 一斉授業 授業担当教員  ＣＩＲ 

⑥ＳＳ理数生物 １ 2 必履修 一斉授業 授業担当教員  ＣＩＲ 

⑦ＳＳ英語コミュ

ニケーションⅠ 
１ 4 必履修 一斉授業 授業担当教員  ＣＩＲ 

⑧ＳＳ情報 １ ２ 必履修 一斉授業 授業担当教員 

⑨家庭基礎 １ ２ 必履修 一斉授業 授業担当教員 
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普通科 

科目名 対象

学年 

単位

数 

実施規

模 

授業形態 指導体制 

①ＳＳ総合探究Ⅰ １ １ 必履修 内容による 学年団を中心とする 

②ＳＳ総合探究Ⅱ ２ ２ 必履修 グループ グループ担当者 

③ＳＳ総合探究Ⅲ ３ ２ 選択 ゼミ形式 授業担当教員 

④ＳＳ情報 １ ２ 必履修 一斉授業 授業担当教員 

 

ｄ．課題研究の評価手法について 

課題研究は、自ら課題を設定し，主体的かつ協働的に取り組む学習活動を通して，専門的な知識，技術

などの深化・統合化を図り，課題の解決に取り組むことができるようにする取り組みである。さまざま

な経験や知識のインテグレーションであり、コンテスト受賞などの結果を総合評価とするだけでなく、

プロセスを重視した評価を重視したい。このための手法の研究開発に取り組む。以下にルーブリック表

とあわせ各時間の活動内容をグループ担当者が観察評価する趣向開発の例を示す。 

 

表 ルーブリック表とあわせ各時間の活動内容をグループ担当者が観察評価する手法開発 
 

チェック欄 4項目 3～2項目 1項目以下

チェック欄 3項目 1,2項目 0項目

チェック欄 2項目 1項目 0項目

チェック欄 4項目 3～2項目 1項目以下

チェック欄 2項目 1項目 0項目

主体性 ⑤ 連携力
A

・役割分担によって、効率よく研究を進めているか。

・引用した文献を正確に記載しているか。

《評価基準》

・得た情報を積極的に他者と共有しているか。
B C

C

C

③
論理的・

批判的思考力

《評価基準》

・他者から得た情報について、確認を行っているか。

B

④ 表現・発信力

《評価基準》

・実験方法や発表において、客観的根拠を示せているか。
A B C

A B

A

知識

技能
① 情報収集力

《評価基準》

・インターネット以外の情報源を３つ以上利用したか。

思考

判断

表現

② 課題発見力

《評価基準》

・学術的な貢献、また地域や社会への貢献を考えているか。

・論理的・具体的で説得力ある文章が書けているか。

・斬新かつ明確な課題が設定されているか。

・得られた情報から論理的な課題を立てているか。

・自分の言葉で文章を書いているか。(流用ではないか)

・原稿を見ずにプレゼンができているか。

B CA
・数値データを含む情報を得ているか。

・一次資料を得ているか。

・得た情報を文献リストにきちんとまとめているか。
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ｅ．学校設定科目について 

（e-1）令和４度に実施した学校設定科目の一覧 

学科・ 

コース 

開設する教科・科目名 代替される教科・科目名 
対象 

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 

理数科 

①ＳＳ理数数学Ⅰ ５ 理数数学Ⅰ ５ 

理数科第１年

次全員 

②ＳＳ理数化学 ２ 理数化学 ２ 

③ＳＳ理数生物 ２ 理数生物 ２ 

④ＳＳ英語コミュニ

ケーションⅠ 
４ 

英語コミュニケ

ーションⅠ 
４ 

⑤ＳＳ理数探究 １ 
理数探究 １ 

総合的な探究の時間 １ 

理数科・普通科 ⑥ＳＳ情報 ２ 情報Ⅰ ２ 1 年次全員 

普通科 ⑦ＳＳ総合探究Ⅰ １ 総合的な探究の時間 １ 普通科１年次全員 

 

（e-２）学校設定科目ごとの内容・設置理由・成果 

①ＳＳ理数数学Ⅰ 

目標 ・理数数学Ⅰの目標に準ずる 

・データを正しく扱う力を養う 

内容 ・理数数学Ⅰの内容に準ずる 

・統計的な検定、推測 

設置 

理由 

第 2 年次で実施する課題研究においては、様々なデータを収集し、それを活用する場面

が多数存在する。その際、統計的な検定、推測が行えるよう、理数数学Ⅱの内容である

「統計的な推測」に含まれる検定、推測を指導するため。 

成果 仮説検定、t 検定、母平均の推測等、データの検定、推測の概要を指導した。 

 

②ＳＳ理数化学 

目標 ・理数化学の目標に準ずる 

・英語による科学の表現方法を身に付ける 

内容 ・理数化学の内容に準ずる 

・英語による発表、討議等 

設置 

理由 

課題研究において、研究内容を英語を用いて発表する活動を行う。その活動につなげる

ため、ＣＩＲの協力のもと、専門用語を含む科学英語を用いた授業を行いコミュニケー

ション能力を育む必要がある。また、課題発見に向けた知見を育むため科目の垣根を越

えた連携を取る必要がある。 

成果 専門用語を用い英語による化学についての科学的コミュニケーションの実践ができた。 
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③ＳＳ理数生物 

目標 ・理数生物の目標に準ずる 

・英語による科学の表現方法を身に付ける 

内容 ・理数生物の内容に準ずる 

・英語による発表、討議等 

設置 

理由 

課題研究において、研究内容を英語を用いて発表する活動を行う。その活動につなげる

ため、ＣＩＲの協力のもと、専門用語を含む科学英語を用いた授業を行い、コミュニケ

ーション能力を育む必要がある。また、課題発見に向けた知見を育むため科目の垣根を

越えた連携を取る必要がある。 

成果 専門用語を用い英語による生物についての科学的コミュニケーションの実践ができた。 

 

④ＳＳ英語コミュニケーションⅠ 

目標 ・英語コミュニケーションⅠの目標に準ずる 

・科学についてのコミュニケーションに必要な表現方法を身に付ける 

内容 ・英語コミュニケーションⅠの内容に準ずる 

・科学英語でよく用いられる表現 

設置 

理由 

科学的英文の読解力、英語を用いた科学的知見についてのコミュニケーション能力を育

むため、学習指導要領で定められた単語に加え、科学的、専門的に使用される単語、熟

語を学習するとともに、科学的知見を含む文章の読解、発表を行う必要があるため。 

成果 専門的な用語、表現方法を学習することができた 

 

⑤ＳＳ理数探究Ⅰ 

目標 ・理数探究の目標に準ずる 

・国際性を高めるため、科学に関する英語での表現力を高める 

内容 ・理数探究に準ずる 

・英語を用いた表現方法、発表方法等を学び、実践する 

設置 

理由 

課題研究を実施するために必要な基礎力の養成、及び国際性を高めるため、「SS 理数探

究Ⅰ」においては、「理数探究」における探究活動に加え、英語によるレポート作成、発

表を実施する。それに向け、英語活動を様々な体験活動の中に位置づけることにより、

英語力、コミュニケーション力の向上を図る。 

成果 プレゼンテーション能力等、基礎力の養成に加え、「ScienceEnglish 講座」等、英語活動を体

験活動の中に位置づけることができた。 

 

⑥ＳＳ情報 

目標 ・情報Ⅰの目標に準ずる 

・課題研究に必要なデータの収集・統計処理といった情報処理能力を身に付ける 
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内容 ・情報Ⅰの内容に準ずる 

・問題解決につながる情報の活用方法 

設置 

理由 

探究活動を行う上で必要なデータの収集・統計処理などに必要な情報処理能力を幅広い

視野で行う必要があり、教科「情報」に対して理数科と普通科に特例を適用する必要が

ある。課題研究とより直結した形で、幅広い分野での情報収集、分析、整理、表現、共

有などの情報活用力を実践的に育て、数学とプログラミングを活用して、問題解決に必

要となる科学的な情報処理能力を育成するカリキュラム開発を行う。また、普通科の課

題研究に対応するため、スポーツ科学・社会科学・人文科学など分野における情報処理

の有り方についても考慮したカリキュラム開発を行う。 

成果 探究活動を行う上で必要なデータの収集・統計処理などに必要な情報処理を実践することが

できた。 

 

⑦ＳＳ総合探究Ⅰ 

目標 ・総合的な探究の時間の目標に準ずる 

・課題研究に必要となる基礎力を養う 

内容 ・総合的な探究の時間の内容に準ずる 

・論文作成力、プレゼンテーション力、データ処理力等の養成 

設置 

理由 

論文作成能力、データの処理、分析、統計処理等、課題研究を実践するために必要な基

礎力を養成する必要がある。「SS 情報」とあわせて実施することにより、データの扱い

に、より習熟することが期待される。 

成果 課題研究を実践するために必要な技能を学べた。 

 

ｆ．教師の指導力向上のための取組 

教員の指導力向上として、日常的に全校活動としての SSH に関わることを通して、探究的な学びの推

進、課題研究の推進（個別指導、校外連携を含む）、教科関連系の推進、に取り組んでいる。この他、 

・2 回の校内研修期間（各１週間）を設け、相互の授業視察を行い、意見交換を行った。 

・1 月 2０日(金)、2１日(土)に行われた東北地区サイエンスコミュニティに教員 2 名を派遣。 

 各校の課題研究に関する取組、他校との連携方法等の情報を得た。 

 

第４章 実施の効果とその評価 

４．１ 令和 4年度の実施の効果とその評価 

 
【実施による成果】 

●テーマ A「理数科における課題研究のカリキュラム開発」に関する取り組み 

・「ＳＳ理数探究Ⅰ」を開設し、理数科１年次の課題研究カリキュラムを開発した。複数のシリーズ授業

（ユニット）の組合せにより「年間カリキュラム」を構成する手法ができた。ユニット開発において大

学・研究機関等との連携手法が開発できた。 

・また、課題研究での活用を踏まえた科目を開設し、実施できた。国際性を高める取組として、英語に
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よる理科系授業（ＳＳ理数化学、ＳＳ理数生物）および「ＳＳ英語コミュニケーションⅠ」を開設し、

授業の研究開発を実施できた。 

・理数科２年生は、年度末の課題研究発表会に加えて英語でのポスター発表を実施できた。 

・科学系部活動の取組では、科学系コンテストへの参加促進、科学講演会の開催、海洋生物探究合宿、

東京大学「知の協創」への参加など、科学技術人材育成に資する取組みができた。 

 

●テーマ B：普通科の課題研究と全校的な授業改善の取組」に関する取組 

・「ＳＳ総合探究Ⅰ」を開設し、普通科１年次の課題研究カリキュラム開発を開始した。令和4年度は検

討として翌年度からの実施予定であったが、前倒しで一部ユニットを実施できた。 

・教員への普及では、１学年団全体が「ＳＳ総合探究Ⅰ」でのユニット実施に関わり、理数科への視察

や活動参加にも積極的だった（科学プレゼンテーション講座、つくば研修など)。これによりＳＳＨ事

業、課題研究への理解が深まり、教員の SSH 活動参加や教科間連携の検討が進んだ。 

 

●テーマ C：研究開発及び成果発信のための連携システム構築」に関する取組 

・理数科における課題研究のカリキュラム開発で、大学・研究機関等からの講師派遣や、生徒の研究所

訪問が実施でき、今後の継続・発展が可能となった。 

・企業のCSR活動を利用して電子顕微鏡の無償貸与を受け、これを課題研究の指導や、近隣教育機関と

の連携(研修)に活用できた。成果の発信・普及として、学校webページでSSH活動報告を発信し、理数

科で開発した「透明骨格標本」の実験手法を付属中学校においても実施した。 

 

【評価】「達・未達」の判断 

評価については、テーマ A・B・C の項目ごとに評価根拠を検討して「達・未達」を検討した。 

この結果、実施による成果は、令和 4 年度の目標を「達成した」と評価した。 

表 令和 4年度の評価項目ごとの実施効果とその評価 

 

【テーマ A】 「理数科における課題研究のカリキュラム開発」に関する取り組み 

 項目 実施の効果・評価根拠 評価 

A１ 課題研究カリキュラム開

発のための学校設定科目

の開設 

理数科１年次に、ＳＳ理数探究Ⅰ、ＳＳ理数数学Ⅰ、Ｓ

Ｓ理数化学、ＳＳ英語コミュニケーションⅠ、ＳＳ情報

を開設できた。 

達 

A１ SS 理数探究の「ユニット

開発」 

SS 理数探究の年間カリキュラムをユニットで構成し、

８つのユニットを開発・実施できた。 

達 

A１ 大学・研究機関等との連

携 

ユニットに大学・研究機関等からの講師派遣や、研究所

訪問を組込み、継続・発展させるための連携ネットワー

クができた。 

達 

A１ 校内調整（担当教員配

置・学校行事とのスケジ

ュール調整） 

４回程度のシリーズ授業「ユニット」ごとに担当教員を

分担し、学校行事や連携先の都合に合わせてユニットの

組合せやスケジュール調整に対応できた。 

達 
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A1 課題研究での活用を踏ま

えた教科・科目との連携 

課題研究での活用を踏まえた内容を扱う学校設定科目：

ＳＳ理数探究Ⅰ、ＳＳ理数数学Ⅰ、ＳＳ理数化学、ＳＳ

理数生物、ＳＳ英語コミュニケーションⅠ、ＳＳ情報を

開設・実施できた。 

今後、数学・情報、理科・家庭科、英語にも拡大した授

業での教科間連携を検討する。 

達 

A２ 科学系コンテストへの参

加促進・科学系部活動の

活性化 

 

日本数学オリンピック予選 4 名参加した(昨年度 0 名) 

天文部は、大阪教育大学高校生天文研究発表会出展、千

葉大学高校生理科研究発表会出展、埼玉県科学教育振興

展覧会中央展優良賞等複数の学会に参加した。 

自然科学部は市立科学館での実験教室を 4 回実施（小中

学生に科学の魅力を伝える科学コミュニケーター）。 

達 

A４ 国際性を高める取組 ＳＳ理数数学Ⅰ、ＳＳ理数化学で英語授業を行った。Ｓ

Ｓ英語コミュニケーションⅠを開設した。実施は次年度

以降に実施する海外研修や海外校との交流を検討した。 

達 

※テーマ A について、上述の実施効果が得られており、令和 4 年度の目標は「達成した」と評価

した。 

 

【テーマ B】 普通科の課題研究と全校的な授業改善の取組」に関する取組 

 項目 実施の効果・評価根拠 評価 

B１ 課題研究カリキュラム開発の

ための学校設定科目の開設 

普通科１年次に、ＳＳ総合探究Ⅰ、ＳＳ情報を開設・

実施できた。 

達 

B１ SS 総合探究の「ユニット

開発」 

ユニットの検討を計画していたが、次の５つのユニッ

トを 1 年団の全員参加で開発・実施できた。 

①自分の WILL／②探究サイクルを回そう／③自由論

文を書こう／④探究レポート／⑤自由論文スピーチ 

達 

B１ 課題研究に関わる教科間

連携 

1 年団全員で教科間連携の検討を始めた。検討だけで

なく「家庭基礎」においてミニ課題研究的な内容を先

行実施できた。今後についても、数学・情報、理科・

家庭科、英語を含めた授業内連携を検討している。 

達 

B２ 教員のＳＳＨへの理解・

関心 

1 学年団では全員がユニット開発に関わり、次年度の

課題研究を検討している。SSH への理解、生徒変容

への効果、教員が関与する意欲・関心が高まった。 

達 

B２ 理数科との連携 1 年団の教員が、理数科でのユニット開発に視察や参

加ができた。普通科でのユニット実施に発展した。今

後、さらに情報共有の工夫をする計画である。 

達 
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※テーマ B について、上述の実施効果が得られており、令和 4 年度の目標は「達成した」と評価

した。 

 

【テーマ C】 研究開発及び成果発信のための連携システム構築」に関する取組 

 項目 実施の効果・評価根拠 評価 

C１ 連携先の開拓、連携活動

の実施 

大学・研究機関等に SSH 活動での連携をすすめ、ユ

ニット等への講師派遣や研究所訪問が実施できた。 

達 

C１ 連携ネットワークの構築 上記の大学・研究機関等とのネットワークをつくり、

活動の継続・発展が可能となった。このネットワーク

に校内・地域・学校などを加える計画を検討した。 

達 

C１ 連携ネットワークへの教

員参加 

複数教科教員が、連携先とのネットワークに参加した

か。理科、数学以外に、国語、英語、地歴公民の教員

がネットワークに参加した。 

達 

C２ 企業のＣＳＲ活動の活用 日立ハイテクの CSR 活動で、卓上電子顕微鏡の無償

貸与を受けられた。生徒の研究のほか、付属中学校と

の連携や、他校教員の研修会などで使用している。 

達 

C３ 附属中学校との連携 理数科で開発した科学実験「メダカの透明骨格標本づ

くり」を中学校の講座として実施することができた。

また、電子顕微鏡の研修会等を共同実施した。 

達 

C４ 近隣教育機関との連携 近隣高等学校対象、市内中学校対象にそれぞれに

SSH 成果普及の内容（電子顕微鏡研修など）で教員

研修を実施できた。 

達 

C５ 研究成果の情報発信 本校ホームページ内に SSH ページを作成し、SSH 活

動をタイミングよく掲載して情報発信した。１年間で

１８件の活動報告を掲載できた。 

達 

※テーマ C について、上述の実施効果が得られており、令和 4 年度の目標は「達成した」と評価

した。 

 

４．２ 評価方法の開発（理数科 1年次生の変容） 

4−2−１ 変容調査方法の検討 

実施効果についての効果的な測定方法が求められているが、初年度（令和 4 年度）の SSH 活動で重点

を置いた理数科 1 年次生について、変容の指標となる調査ができないか検討した。以下に、「ワードク

ラウド」と「出現頻度による単語分析」の結果について報告する。生徒に『「理数探究」の授業を通し

て、自分自身の中で変化した部分はありますか？』という質問を 1 学期、2 学期にそれぞれ行った。以

下に、その解答の変化を「ユーザーローカル テキストマイニングツール」

（ https://textmining.userlocal.jp/）により分析した結果を示す。 
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（１）ワードクラウド：スコアが高い単語を複数選び出して、その値に応じた大きさで図示した。 

 
（２）出現頻度による単語分類：出現単語が偏って出現した文書でグルーピング（出現頻度の順で表示） 

 
１学期はコミュニケーションに関連する「グループで」「仲間と」「積極的」「プレゼン」がキーワード

だった。２学期は「さまざまな分野への興味・関心の幅を広げる」取組みにより、「興味」という語が

最も多く登場し、課題研究に向けた回答が登場した。これらはユニットの内容に対応しており、次に

示すクラス担任の所感とも一致が見られた。 

クラス担任の所感：他者と協力することに抵抗感が減り、グループ活動にもすぐに取り組めている／

探究的活動に対して積極性を発揮できた「なぜ」から推論を進める練習を蓄積できている／興味・関

心の幅が広がり、幅広い意見を受け入れることができるようになった／物理、化学、生物、地学を幅

広く見ることができるようになった／理数に対する興味はあるが、適性としての理系について再考す

る生徒もいる。 

 

4−2−１ 理数科 1年次生へのアンケート結果（令和 5年 1月実施） 

年度末の調査として、理数科 1 年次生にアンケート調査を行った。自然科学に関する興味関心

を涵養する取組について、生徒が「能力の向上」を感じていることが確認できた。一方「国際

性」について”わからない“の回答が多かった。活動実施が生徒に「能力の向上」を実感させてい
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るので、国際性の向上については、今後、海外高校生との交流などの実施や、本校 CIR との取り

組みを国際性の向上として受け止める工夫が考えられる。「自分から取り組む姿勢」で、”効果が

なかった“の回答が多かった。活動の改善とともに、生徒に自覚させる工夫も大切になる。 

 
(1)取り組みの効果について 

問 yes no 

科学技術、理科・数学の面白そうな取り組みに参加できた 37 1 

科学技術、理科・数学に関する能力やセンス向上に役立った 30 8 

理系学部への進学に役立つ 22 16 

大学進学後の志望分野探しに役立つ 21 17 

将来の志望職探しに役立つ 18 20 

国際性の向上に役立った 19 18 

 

(2)能力の向上について 

問 
とても

向上 

やや 

向上 

もとも

と高い 

わから

ない 

効果が

ない 

未知の事柄への興味 10 19 4 4 1 

科学技術、理科・数学の理論・原理への興味 7 18 6 3 4 

観察・実験への興味 8 18 5 4 3 

学んだことを応用することへの興味 10 13 5 8 2 

社会で科学技術を正しく用いる姿勢 3 16 3 12 4 

自分から取り組む姿勢 5 14 4 6 9 

周囲と協力して取り組む姿勢 11 15 7 4 1 

粘り強く取り組む姿勢 4 14 7 6 7 

独自のものを創り出そうとする姿勢 7 12 4 10 5 

発見する力 2 21 1 9 5 

問題を解決する力 2 23 2 9 2 

真実を探って明らかにしたい気持ち 12 14 6 3 3 

考える力 9 23 1 4 1 

成果を発表し伝える力 18 14 2 4 0 

英語による表現力 5 14 4 9 6 

国際性 4 9 2 16 7 
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第６章 校内における SSHの組織的推進体制 

（ア）校内のＳＳＨ推進体制 

副校長を委員長とする「SSH 推進委員会」により、全校での事業実施の推進、「SSH 運営指導委員会」

からの指導・助言に基づく全体計画の審議、各担当間の調整、全体予算策定・執行手続き等を行う。 

「SSH 総務」は事務局として企画立案、運営管理、校外との連携窓口等を行う。 

「SSH 事務」は SSH 事業に係る経費処理等に関して科学技術振興機構との連携窓口等の業務を行う。 

 
運営指導委員会 

 氏    名 所            属 職  名 

委員長 

副委員長 

委員 

委員 

委員 

委員 

井上 徳之 

永澤 明 

齊藤 萌木 

櫻井 博儀 

嶌田 智 

山口 善子 

中部大学 超伝導・持続可能エネルギー研究センター 

埼玉大学 

共立女子大学 全学教育推進機構 

理化学研究所 仁科加速器科学研究センター 

お茶の水女子大学 理学部 

元東京家政大学教員養成推進室教授 

教授 

名誉教授 

専任講師 

センター長 

教授 

 

 

（イ） 工夫・成果 

運営指導委員には、運営指導委員会以外にも日頃の活動にも参加していただき、講演会講師、発表会

審査講評、事業の企画・準備など、事業の推進に有用な指導助言をいただく体制ができた。  
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第７章 成果の発信・普及 

１．SSH ページのブログ発信 

一般の方、生徒保護者、中学生等に本校の SSH 活動を伝えるため、また、本校生徒にとっては

自らの活動の振り返りができるよう、本校 SSH ページ内に設置したブログで，主に理数科生徒を

対象とした SSH 事業について，実施内容を報告した。生徒の活動が見て取れるように写真を添付

して，事業に参加していない人でも活動の詳細が伝わるようにした。今年度は１８のブログを発

信した。 

 

2.学校説明会での発信・普及 

中学生やその保護者に、本校 SSH 活動及びその成果を伝えるため、学校説明会で、前年度の課題

研究で理数科２年次生が作成したポスターの掲示を行い、生徒の取り組みを発信した。また、走

査型電子顕微鏡による観察の実演を行った。 

 

3.近隣高等学校、中学校への発信 

課題研究において、研究テーマ設定をどのように行わせるかは、多くの学校で共通の問題となっ

ている。テーマ設定の一助となる活動として、近隣高等学校、中学校の教員を招待して「メダカ

の透明骨格標本づくり」や「走査型電子顕微鏡の利用」について、共同で実習を行った。 

また、これらは、本校を拠点とした活動連携につながる。 

 

4.次年度に向けての課題 

情報発信量を増加させていく。本年度は理数科の活動が中心となったが、普通科の活動もより

多く発信し、学校全体としての取組であることが分かるようにしていく。 

課題研究発表会について、今年度は校内で開催し、来校できない講評者の方にむけて zoom で

の配信を行った。次年度は，研究の成果をこれまで以上に発信していくために，公開の範囲を広

げていく。 

 

第８章 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性 

(8-1) 課題題研究のカリキュラムの研究開発（テーマ A・B） 

●課題研究を２年次に本格実施するための研究開発 

・令和 4 年度は理数科１年次「ＳＳ理数探究Ⅰ」で課題研究の基礎力を培うカリキュラムを研究開発

した。次は２年次の「ＳＳ理数探究Ⅱ」で課題研究の本格実施に取り組むことが課題である。自ら課

題を設定し，主体的かつ協働的に取り組む学習活動を通して，専門的な知識，技術などの深化・統合

化を図り，課題の解決に取り組むことができるようにする。具体的には、生徒の状態を把握しなが

ら、テーマ設定や研究計画の指導法、進捗管理（週報・月報などの活用）、中間発表会や指摘事項の

フィードバック、グループ活動でのチームワーク、実験技術やデータ分析力など多岐にわたる内容の

研究開発に取り組む計画である。 

●１年次の課題研究（基礎力）の改善 

・一方、開発した科目の継続発展が課題となる。例えば、プレゼンテーションを学んだ後に、他ユニ
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ットでもプレゼンテーション場面を設けることで定着が図れた。一方、「Science English 講座」から

の英語コミュニケーションの実践機会はあまり設定できなかったことが課題と考えられる。ユニット

間の連携、教科間の連携の中で、学んだことを繰り返し確認する仕組みを検討していく。 

●学年を超えた連携 

・SSH 指定 2 年目を迎え、初年度の生徒が上級生となることの対応が課題であり、具体的には下級生

を指導するティーチングアシスタントの仕組みを取り入れる等、全体の改善を図る研究開発の方向性

を考えている。 

 

（8-2） 教科間連携・教員の取り組みに係る研究開発 

●課題研究における指導方法の確立 

・「課題研究は教授型の授業と違う」ということを、「教えてはいけない」、と誤って捉えている教員が

少なくないことが課題にある。生徒の主体性を確保しつつ必要な助言をする、不明な部分はともに学

ぶ、といった対応を具体的に整理して、課題研究の指導方法についての教員間の意識統一を図ること

を検討する。お互いに実践を確認したり、指導方法を共有したりできる環境を工夫する。 

●活動の動機付け 

・普通科の生徒への活動の動機づけが課題として考えられる。課題研究に向けた活動の一つ一つで、

動機付けを意識した指導を行うことで生徒のモチベーションを高める指導方法の工夫を取り入れる。 

●課題研究での活用に重点を置いた科目の研究開発 

・課題研究を教科横断的な内容での総合的な探究とできるように、課題研究の推進に有用となる科目を

研究開発する。理数科・普通科・普通科スポーツ科学コースの学校設定科目の研究開発を推進する。こ

れらを含め各教科・科目においては、自然科学、社会科学、人文科学に対する興味関心を涵養するとと

もに、発表活動などを積極的に取り入れて、生徒が主体的に課題研究に取り組むことを目指す。 

●理数科と普通科の情報共有 

・理数科の先行実施を活用して、普通科での課題研究を研究開発する計画であるが、理数科の取組が

全ての教員に伝わっているとは言えない。この課題について、校内への情報発信、校内研修の機会な

ど、全校体制としての SSH 活動の推進ができるように工夫を重ねる方向性を考えている。 

 

(8-3) 連携システム構築の研究開発 

●高校間、海外の教育機関との連携の促進 

・大学、研究機関との連携は築けたが、高校間、海外の教育機関との連携は今後の課題である。ま

ず、近隣 SSH 校との交流を図るとともに、海外の教育機関との連携を探っていく。 

  


